
令和２年１２月２３日 

福知山市議会議長 芦田 眞弘 様 

 

総務防災委員会委員長 森下 賢司 

 

委 員会審査報告書 

  

本委員会に付託された議案について、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則

第８０条の規定により報告します。 

 

記 

 

１ 委員会付託議案 

・議第１０３号 福知山市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 

・議第１１８号 新福知山市まちづくり計画（新市建設計画）の変更について 

 

２ 審査の概要 

  １２月１５日に委員会を開催し、市長公室、財務部及び消防本部から議案について詳

細な説明を受け、議案審査を行いましたので、主な概要について報告します。 

初めに、議第１０３号について、「電気自動車バッテリーの大型化による、充電時間

などの具体的な説明」を問う質疑に対し、「これまで４０ｋｗのバッテリー搭載車両が

主流であったが、最近６２ｋｗバッテリー搭載車両が現れた。それにより、走行可能距

離も約１３０ｋｍ伸びている。条例改正前の５０ｋｗの急速充電設備で６２ｋｗバッテ

リーを充電するには約６０分間要したが、条例改正後に９０ｋｗの急速充電設備が設置

された場合、充電時間は約半分になる。電気自動車バッテリーの大型化に対応するため

の条例改正である」との答弁がありました。続いて、「家庭用充電設備も、条例による

届出の対象になるのか」を問う質疑に対し、「５０ｋｗ以上の急速充電設備が対象であ

り、家庭用充電設備は対象にならない」との答弁がありました。 

次に、議第１１８号について、「歳入・歳出の主な各項目の算定方針に関して、現行

の算定方針と変更後の算定方針の表記の違いの根拠」を問う質疑に対し、「計画変更前

後の歳入歳出の推計は、それぞれ直近の中期財政見通しの算定基礎の考え方を反映して

いる。中期財政見通しにおいて、例えば国府補助金の場合では、かつては事業費の合計

に統一的な補助率を適用して財源を推計していたが、事業ごとに補助率が異なる実態を

勘案し、近年では個別に財源を計算して、これを積み上げる形で精緻な推計値としてい

る。また、地方譲与税等の項目の場合では、地方消費税交付金の増額や森林環境譲与税



の新設など、前回変更以後、それぞれ特殊事情が発生していることから表記を改めた」 

との答弁がありました。 

 

反対討論 

なし 

 

賛成討論 

なし 

 

３ 審査結果 

・議第１０３号 全員賛成で原案可決 

・議第１１８号 全員賛成で原案可決 

 


